
日本刀の見方シート No 2

姿 0地文・刃文の見方

日本刀の鑑賞は姿・地文・刃文を総合して行います。流派や時代で変化
し、各刀工の特徴が表れます。刃物の金

属表面を美的対象とする日本独自の文化により、各部分の特徴を正確に表す
ため、日本刀のための独自の言葉が

多数生まれ、発展してきました。耳慣れない言葉が多いですが、
このシートを手がかりに、実物と解説を見比

べ

ながら、日本刀の美しさを味わつてみましょう。

ゆるやかな曲線、「縞造」と「反り」は日本刀特有の形状です。
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額銘 皓 り上げの際に銘を切り取つて嵌めたもの)

折 i二銘 繕 り上げの際に元の茎を折り山げたもの)
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基豪借鬼銘 雌世本阿弥家が大磨上げの刀に金で嵌めたもの)
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